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(57)【要約】

【課題】架構剛性を高めることができる柱と梁との接合

構造を提供する。

【解決手段】柱と梁との接合構造１００は、鉛直方向に

延び、円筒形に形成された鋼管２１と、鋼管２１の内部

に配置され、鉛直方向に延びる主筋２２と、鋼管２１の

内部に充填されたコンクリート部２３と、を有するコン

クリート充填鋼管造の柱とＨ形鋼の梁との接合構造であ

って、鋼管２１の外面２１ａに設けられるとともに外形

が平面視円形状をなし、梁１の上下のフランジ１１，１

２と接合される上部ダイアフラム３１及び下部ダイアフ

ラム３２と、鋼管２１の外面２１ａから外側に突出し、

上下端部がそれぞれ上部ダイアフラム３１及び下部ダイ

アフラム３２に接合された複数の補強材３３と、を備え

ることを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 鉛 直 方 向 に 延 び 、 円 筒 形 に 形 成 さ れ た 鋼 管 と 、 該 鋼 管 の 内 部 に 配 置 さ れ 、 鉛 直 方 向 に 延

び る 主 筋 と 、 前 記 鋼 管 の 内 部 に 充 填 さ れ た コ ン ク リ ー ト 部 と 、 を 有 す る コ ン ク リ ー ト 充 填

鋼 管 造 の 柱 と Ｈ 形 鋼 の 梁 と の 接 合 構 造 で あ っ て 、

　 前 記 鋼 管 の 外 面 に 設 け ら れ る と と も に 外 形 が 平 面 視 円 形 状 を な し 、 前 記 梁 の 上 下 の フ ラ

ン ジ と 接 合 さ れ る 上 部 ダ イ ア フ ラ ム 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム と 、

　 前 記 鋼 管 の 外 面 か ら 外 側 に 突 出 し 、 上 下 端 部 が そ れ ぞ れ 上 部 ダ イ ア フ ラ ム 及 び 下 部 ダ イ

ア フ ラ ム に 接 合 さ れ た 複 数 の 補 強 材 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 複 数 の 補 強 材 は 、 前 記 上 部 ダ イ ア フ ラ ム 及 び 前 記 下 部 ダ イ ア フ ラ ム の 設 計 時 に 想 定

さ れ る 降 伏 線 上 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 柱 と 梁 と の 接 合 構 造

。

【 請 求 項 ３ 】

　 平 面 視 で 、 前 記 複 数 の 補 強 材 は 放 射 線 状 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま

た は ２ に 記 載 の 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 柱 に 対 し て 、 ４ 本 の 前 記 梁 が 直 交 配 置 さ れ 、

　 平 面 視 で 、 前 記 鋼 管 の 中 心 と 前 記 梁 の 延 在 方 向 と を 結 ん だ 線 を 第 一 仮 想 線 と し 、

　 平 面 視 で 、 前 記 鋼 管 の 中 心 か ら 直 交 す る ２ 本 の 前 記 第 一 仮 想 線 の 中 間 に 延 び る 線 を 第 二

仮 想 線 と し 、

　 前 記 補 強 材 は 、 前 記 第 一 仮 想 線 と 前 記 第 二 仮 想 線 と の 間 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ か ら

３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 か ら 、 鋼 管 の 内 部 に 鉄 筋 及 び コ ン ク リ ー ト が 充 填 さ れ た コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼 管 構 造

（ Ｃ Ｆ Ｔ 造 ） 柱 と 、 鉄 骨 造 （ Ｓ 造 ） の 梁 と の 接 合 構 造 が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 柱 の 側 面 か ら 内 部 に 窪 む 凹 所 （ 切 欠 き 部 ） を 設 け て 、 梁 の 端 部 を 凹 所

に 挿 入 し て 柱 の 内 部 ま で 到 達 さ せ て 、 柱 と 梁 と を 接 合 す る 梁 貫 通 形 式 が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 ２ に は 、 柱 の 外 側 面 に 外 ダ イ ア フ ラ ム を 溶 接 し て 、 外 ダ イ ア フ ラ ム と 梁 の フ ラ

ン ジ と を 溶 接 し て 柱 と 梁 と を 接 合 す る 外 ダ イ ア フ ラ ム 形 式 が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 平 面 視 で 円 形 の 環 状 を な す 円 形 外 ダ イ ア フ ラ ム を 採 用 す る と 、 平 面 視 で 矩 形 の 環 状 を な

す 矩 形 外 ダ イ ア フ ラ ム よ り も 、 外 壁 等 と の 納 ま り に お い て 無 駄 の な い 架 構 計 画 を 立 案 で き

た り 、 斜 め 梁 の 接 合 デ ィ テ ー ル を 簡 略 化 で き た り す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － １ ４ ２ ０ ６ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ６ ０ ７ ５ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し な が ら 、 円 形 外 ダ イ ア フ ラ ム で は 、 外 ダ イ ア フ ラ ム が 梁 か ら の 引 張 力 に 抵 抗 す る
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際 に 矩 形 外 ダ イ ア フ ラ ム と 比 較 し て 板 面 内 方 向 及 び 板 面 外 方 向 に 変 形 し や す く 、 架 構 剛 性

の 低 下 に つ な が る と い う 問 題 点 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 架 構 剛 性 を 高 め る こ と が で

き る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 を 提 供 す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 手 段 を 採 用 し て い る 。

　 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 は 、 鉛 直 方 向 に 延 び 、 円 筒 形 に 形 成 さ れ た

鋼 管 と 、 該 鋼 管 の 内 部 に 配 置 さ れ 、 鉛 直 方 向 に 延 び る 主 筋 と 、 前 記 鋼 管 の 内 部 に 充 填 さ れ

た コ ン ク リ ー ト 部 と 、 を 有 す る コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼 管 造 の 柱 と Ｈ 形 鋼 の 梁 と の 接 合 構 造 で

あ っ て 、 前 記 鋼 管 の 外 面 に 設 け ら れ る と と も に 外 形 が 平 面 視 円 形 状 を な し 、 前 記 梁 の 上 下

の フ ラ ン ジ と 接 合 さ れ る 上 部 ダ イ ア フ ラ ム 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム と 、 前 記 鋼 管 の 外 面 か ら

外 側 に 突 出 し 、 上 下 端 部 が そ れ ぞ れ 上 部 ダ イ ア フ ラ ム 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム に 接 合 さ れ た

複 数 の 補 強 材 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 で は 、 鋼 管 の 外 面 か ら 外 側 に 突 出 す る よ う に

、 上 下 端 部 が そ れ ぞ れ 上 部 ダ イ ア フ ラ ム 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム に 接 合 さ れ た 複 数 の 補 強 材

が 設 け ら れ て い る 。 よ っ て 、 補 強 材 が 設 け ら れ る こ と に よ っ て 、 梁 引 張 方 向 の 引 張 剛 性 が

補 強 さ れ 、 架 構 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 で は 、 前 記 複 数 の 補 強 材 は 、 前 記 上 部 ダ イ ア フ

ラ ム 及 び 前 記 下 部 ダ イ ア フ ラ ム の 設 計 時 に 想 定 さ れ る 降 伏 線 上 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 で は 、 上 部 ダ イ ア フ ラ ム 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ

ム の 設 計 時 に 一 般 的 に （ 指 針 な ど で ） 想 定 さ れ る 降 伏 線 上 に 複 数 の 補 強 材 を 配 置 す る こ と

に よ っ て 、 降 伏 線 上 で の 上 部 ダ イ ア フ ラ ム 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム の 損 傷 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 は 、 平 面 視 で 、 前 記 複 数 の 補 強 材 は 放 射 線 状 に

配 置 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 で は 、 平 面 視 で 複 数 の 補 強 材 は 放 射 線 状 に 配

置 さ れ て い る た め 、 架 構 剛 性 を 均 一 に 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 は 、 前 記 柱 に 対 し て 、 ４ 本 の 前 記 梁 が 直 交 配 置

さ れ 、 平 面 視 で 、 前 記 鋼 管 の 中 心 と 前 記 梁 の 延 在 方 向 と を 結 ん だ 線 を 第 一 仮 想 線 と し 、 平

面 視 で 、 前 記 鋼 管 の 中 心 か ら 直 交 す る ２ 本 の 前 記 第 一 仮 想 線 の 中 間 に 延 び る 線 を 第 二 仮 想

線 と し 、 前 記 補 強 材 は 、 前 記 第 一 仮 想 線 と 前 記 第 二 仮 想 線 と の 間 に 配 置 さ れ て い て も よ い

。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 で は 、 第 一 仮 想 線 と 第 二 仮 想 線 と の 間 の 降 伏

線 上 に 補 強 材 を 配 置 す る こ と に よ っ て 、 降 伏 線 上 で の 上 部 ダ イ ア フ ラ ム 及 び 下 部 ダ イ ア フ

ラ ム の 損 傷 が 抑 制 さ れ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に 係 る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 に よ れ ば 、 架 構 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 を 示 し 、 （ ａ ） 水 平 断 面 図 で あ り

、 （ ｂ ） （ ａ ） の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 に お い て 、 補 強 材 の 効 果 を 確 認 す

る 解 析 結 果 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。

　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 を 示 し 、 （ ａ ） 水 平 断 面 図 で あ

り 、 （ ｂ ） （ ａ ） の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 １ ０ ０ で は 、 コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼

管 造 の 柱 ２ に 鉄 骨 造 の 梁 １ が 接 合 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 柱 ２ に 対 し て 、 ４ 本 の 梁

１ が 、 平 面 視 直 交 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 梁 １ の 本 数 は 適 宜 設 定 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 各 梁 １ は 、 Ｈ 形 鋼 で 構 成 さ れ て い る 。 梁 １ は 、 上 部 フ ラ ン ジ １ １ 及 び 下 部 フ ラ ン ジ １ ２

と 、 ウ ェ ブ １ ３ と 、 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 上 部 フ ラ ン ジ １ １ と 下 部 フ ラ ン ジ １ ２ と は 、 上 下 方 向 に 離 間 し て 配 置 さ れ て い る 。 上 部

フ ラ ン ジ １ １ 及 び 下 部 フ ラ ン ジ １ ２ は 、 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 上 部 フ ラ ン ジ １ １ 及 び 下

部 フ ラ ン ジ １ ２ の 板 面 が 水 平 面 に 沿 う よ う に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ウ ェ ブ １ ３ は 、 上 部 フ ラ ン ジ １ １ と 下 部 フ ラ ン ジ １ ２ と を 連 結 し て い る 。 ウ ェ ブ １ ３ は

、 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ウ ェ ブ １ ３ の 板 面 は 、 鉛 直 面 に 沿 う よ う に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 柱 ２ は 、 鋼 管 ２ １ と 、 複 数 の 主 筋 ２ ２ と 、 コ ン ク リ ー ト 部 ２ ３ と 、 を 有 し て い る 。 鋼 管

２ １ は 、 鉛 直 方 向 を 軸 線 方 向 と し て 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 鋼 管 ２ １ は 、 梁 １ の 上 方 及

び 下 方 に 配 置 さ れ る 鋼 管 本 体 ２ １ ｂ と 、 梁 １ に 対 応 す る 高 さ に 配 置 さ れ る ふ さ ぎ 板 ２ １ ｃ

と 、 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 主 筋 ２ ２ は 、 鋼 管 ２ １ の 内 側 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 主 筋 ２ ２ は 、 周 方 向 に 間 隔 を 有

し て 配 置 さ れ て い る 。 主 筋 ２ ２ は 、 鉛 直 方 向 に 延 び て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 主 筋 ２ ２ は

２ ４ 本 配 置 さ れ て い る が 、 主 筋 ２ ２ の 本 数 は 適 宜 設 定 可 能 で あ る 。 コ ン ク リ ー ト 部 ２ ３ は

、 鋼 管 ２ １ の 内 部 に 充 填 さ れ て い る 。 主 筋 ２ ２ は 、 コ ン ク リ ー ト 部 ２ ３ に 定 着 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 １ ０ ０ は 、 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ と 、 複

数 の 補 強 材 ３ ３ と 、 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ は 、 梁 １ か ら 柱 ２ へ と 荷 重 を 伝 達 す る

機 能 を 有 し て い る 。 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ は 、 鋼 管 ２ １ の 外 面

２ １ ａ か ら 径 方 向 の 外 側 に 突 出 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下

部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ は 、 鋼 管 ２ １ に 溶 接 等 に よ り 接 合 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 上 部

ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ は 、 鋼 管 本 体 ２ １ ｂ と ふ さ ぎ 板 ２ １ ｃ と の 間

に 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ は 、 梁 １ の 上 部 フ ラ ン ジ １ １ と 略 同 一 の 高 さ に 配 置 さ れ て い る 。

上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ の 厚 さ は 、 上 部 フ ラ ン ジ １ １ の 厚 さ よ り も 僅 か に 厚 い 。 上 部 ダ イ ア

フ ラ ム ３ １ は 、 上 部 フ ラ ン ジ １ １ に 溶 接 等 に よ り 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ は 、 梁 １ の 下 部 フ ラ ン ジ １ ２ と 略 同 一 の 高 さ に 配 置 さ れ て い る 。

下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ の 厚 さ は 、 下 部 フ ラ ン ジ １ ２ の 厚 さ よ り も 僅 か に 厚 い 。 下 部 ダ イ ア

フ ラ ム ３ ２ は 、 下 部 フ ラ ン ジ １ ２ に 溶 接 等 に よ り 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ は 、 鉛 直 方 向 に 所 定 の 厚 さ を 有 し 、 環

状 を な し た 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び

下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ の 外 周 面 ３ ０ ａ は 、 略 円 形 状 を な し て い る 。 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １

及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ の 外 周 面 の う ち 上 部 フ ラ ン ジ １ １ 及 び 下 部 フ ラ ン ジ １ ２ に 接 合

さ れ る 接 合 部 ３ ０ ｂ は 、 上 部 フ ラ ン ジ １ １ 及 び 下 部 フ ラ ン ジ １ ２ の 端 面 に 対 応 し て 直 線 状

を な し て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 補 強 材 ３ ３ 、 鋼 管 ２ １ の 外 面 ２ １ ａ か ら 径 方 向 の 外 側 に 突 出 す る よ う に 設 け ら れ て い る

。 本 実 施 形 態 で は 、 補 強 材 ３ ３ 、 ふ さ ぎ 板 ２ １ ｃ の 外 面 に 溶 接 等 に よ り 接 合 さ れ て い る 。

補 強 材 ３ ３ は 、 鋼 板 等 の 金 属 材 料 で 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 補 強 材 ３ ３ は 、 周 方 向 に 所 定 の 厚 さ を 有 す る 板 状 部 材 で あ る 。 補 強 材 ３ ３ の 上 端 部 は 、

梁 １ の 上 部 フ ラ ン ジ １ １ に 溶 接 等 に よ り 接 合 さ れ て い る 。 補 強 材 ３ ３ の 下 端 部 は 、 梁 １ の

下 部 フ ラ ン ジ １ ２ に 溶 接 等 に よ り 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 平 面 視 で 、 複 数 の 補 強 材 ３ ３ は 、 放 射 線 状 に 配 置 さ れ て い る 。 補 強 材 ３ ３ は 、 上 部 ダ イ

ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ の 設 計 時 に 一 般 的 に （ 指 針 な ど で ） 想 定 さ れ る 降

伏 線 Ｌ ３ 上 （ 降 伏 線 Ｌ ３ に 沿 う 位 置 ） 、 且 つ 梁 １ と 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア

フ ラ ム ３ ２ と の 溶 接 箇 所 ｗ を 避 け た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 降 伏 線 Ｌ ３ は 、 鋼 管 ２ １ の 中

心 Ｏ と 、 梁 １ と 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ と の 交 差 部 ｃ １ と を 結 ぶ

線 で あ る 。 溶 接 箇 所 ｗ は 、 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ の 接 合 部 ３ ０

ｂ に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 な お 、 図 １ （ ａ ） で は 、 降 伏 線 Ｌ ３ 及 び 溶 接 箇 所 ｗ は 、 １ 領

域 の み 示 し て い る が 、 各 梁 １ と 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ と の 関 係

に お い て も 、 降 伏 線 Ｌ ３ 及 び 溶 接 箇 所 ｗ は 同 様 の 位 置 と な る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 具 体 的 に は 、 平 面 視 で 、 鋼 管 ２ １ の 中 心 Ｏ と 梁 １ の 延 在 方 向 と を 結 ん だ 線 を 第 一 仮 想 線

Ｌ １ と す る 。 平 面 視 で 、 鋼 管 ２ １ の 中 心 Ｏ か ら 直 交 し 、 隣 り 合 う ２ 本 の 第 一 仮 想 線 Ｌ １ の

中 間 （ 中 央 ） に 延 び る 線 を 第 二 仮 想 線 Ｌ ２ と す る 。 補 強 材 ３ ３ は 、 第 一 仮 想 線 Ｌ １ と 第 二

仮 想 線 Ｌ ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 次 に 、 上 記 の 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 １ ０ ０ の 解 析 に つ い て 説 明 す る 。

　 補 強 材 ３ ３ の 効 果 に つ い て 確 認 し た 。

　 上 部 フ ラ ン ジ １ １ 及 び 下 部 フ ラ ン ジ １ ２ を 幅 ３ ０ ０ ｍ ｍ 、 板 厚 ２ ８ ｍ ｍ と し た 。 上 部 ダ

イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ を 板 厚 ４ ５ ｍ ｍ と し た 。 実 施 例 １ で は 補 強 材 ３

３ の 厚 さ を ６ ｍ ｍ と し 、 実 施 例 ２ で は 補 強 材 ３ ３ の 厚 さ を ９ ｍ ｍ と し 、 実 施 例 ３ で は 補 強

材 ３ ３ の 厚 さ を １ ２ ｍ ｍ と し た 。 ま た 、 比 較 の た め 、 鋼 管 （ ふ さ ぎ 板 ） の み （ 補 強 材 無 し

） に つ い て も 解 析 を 行 っ た 。 い ず れ の 解 析 ケ ー ス で も 、 鋼 管 （ ふ さ ぎ 板 ） の 影 響 を 考 慮 し

た も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 降 伏 耐 力 （ ２ ７ ５ ０ ｋ Ｎ ） レ ベ ル で の 変 形 は 、 鋼 管 の み （ 補 強 材 無

し ） で は 約 ５ ｍ ｍ 、 実 施 例 １ で は 約 ３ ｍ ｍ で あ り 、 実 施 例 ２ ， ３ で は ３ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。

よ っ て 、 補 強 材 ３ ３ に よ る 補 剛 効 果 が 大 き い こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 柱 と 梁 と の 接 合 構 造 １ ０ ０ で は 、 鋼 管 ２ １ の 外 面 ２ １ ａ か ら 外 側

に 突 出 す る よ う に 、 上 下 端 部 が そ れ ぞ れ 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２

に 接 合 さ れ た 複 数 の 補 強 材 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。 よ っ て 、 補 強 材 ３ ３ が 設 け ら れ る こ と

に よ っ て 、 梁 引 張 方 向 の 引 張 剛 性 が 補 強 さ れ 、 架 構 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ の 設 計 時 に 一 般 的 に （ 指 針 な ど

で ） 想 定 さ れ る 降 伏 線 上 に 複 数 の 補 強 材 ３ ３ を 配 置 す る こ と に よ っ て 、 降 伏 線 上 で の 上 部
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ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ の 損 傷 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 平 面 視 で 複 数 の 補 強 材 ３ ３ は 放 射 線 状 に 配 置 さ れ て い る た め 、 架 構 剛 性 を 均 一 に

高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 第 一 仮 想 線 Ｌ １ と 第 二 仮 想 線 Ｌ ２ と の 間 の 降 伏 線 上 に 複 数 の 補 強 材 ３ ３ を 配 置 す

る こ と に よ っ て 、 降 伏 線 上 で の 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ の 損 傷 が

抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 な お 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に お い て 示 し た 組 立 手 順 、 あ る い は 各 構 成 部 材 の 諸 形 状 や 組

み 合 わ せ 等 は 一 例 で あ っ て 、 本 発 明 の 主 旨 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 設 計 要 求 等 に 基 づ

き 種 々 変 更 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 例 え ば 、 複 数 の 補 強 材 ３ ３ は 上 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ １ 及 び 下 部 ダ イ ア フ ラ ム ３ ２ の 設 計 時

に 想 定 さ れ る 降 伏 線 上 に 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ な い 。

補 強 材 は 、 鋼 管 の 外 面 か ら 外 側 に 突 出 し 、 上 下 端 部 が そ れ ぞ れ 上 部 ダ イ ア フ ラ ム 及 び 下 部

ダ イ ア フ ラ ム に 接 合 さ れ て い れ ば 、 配 置 位 置 は 適 宜 設 定 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ２ 】

１ 　 梁

２ 　 柱

１ １ 　 上 部 フ ラ ン ジ

１ ２ 　 下 部 フ ラ ン ジ

２ １ 　 鋼 管

２ １ ａ 　 外 面

２ ２ 　 主 筋

２ ３ 　 コ ン ク リ ー ト 部

３ １ 　 上 部 ダ イ ア フ ラ ム

３ ２ 　 下 部 ダ イ ア フ ラ ム

３ ３ 　 補 強 材

１ ０ ０ 　 柱 と 梁 と の 接 合 構 造

Ｌ １ 　 第 一 仮 想 線

Ｌ ２ 　 第 二 仮 想 線

Ｏ 　 中 心
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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